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↓経塚遺跡第二号跡出土

山 吹 双 鳥 鏡

口禾 鏡
↓経塚遺跡第三号跡出土

草 花 双 鳥 鏡

一3一



経 塚 除 幕 式 次 第

日 時

場 所

昭和57年5月9日

妻 沼 小 学 校校 庭

午 前9時 よ り

拶

経

幕

経

拶

辞

拶

香

挨

挨

祝

焼

の

の

賓

般

式

式

開

読

除

読

挨

来

閉

一

以 上
・_3。 　畔



一4一

経 塚 の 碑 に 寄 せ て

妻 沼 町 長 増 田 β良

町文化財 に深い関心を抱いてい る同好 の皆 さんが相寄 り、多年 に亘 り郷土 史の分 野を調 査研究 されてい ることは ご同

慶 に堪 えません。

当町 の黎 明期 とも云 うべ き平 安時代に、現在 の妻 沼小学校 附近 は大我井の森 と して幽す いな聖地 であ り又紅葉 の名所

と して世 に知 られ ました。

特 に利根 自然堤防上 にあ って小 高い丘を形成 し膝下 に刀江 の清流 の瀬音を聴 き、仰 げば上毛三 山を観 て、:遥か東 の彼

方 には、淡 く筑波の峰を望んで実に北武の絶景 の地 であ りま した。先人が この地を聖域 と して経塚を築 き埋蔵 した其 の

後、星霜八百有余年を経て忘却の彼方 に歳月は流 れて今 日に至 りま した。 この遺跡が偶然に も、昭和32年9月 四基

復合 して発見 され、特 に経筒 には久安年銘が墨書 されてい ることや、供養具一式が、平安時代の美術工芸 の特色を顕 わ

してい ることか ら、経塚の実態 と出土 遺宝の概要 が解 明 され、郷土史 のみ な らず国の文化財的貴重な資料であ ると認 め

られ、 日本工芸史 に又宗教史 にも寄与す るところ極 めて大 な るものがあることは衆知の通 りで あります。

依 って この度 由緒 ある地 に大我井経塚の碑 を建 て、併せ資料集を復刻 し、千万年 に残 そ うと企画 して、私 に題額 を嘱

されたので、心 よ く需 に応 じて拙筆をかえ り見ず揮毫 した次第 であ ります。

これを機 に町の古代 か ら中世 にか けて、郷土 の先 人の輝 やか しい事蹟を更 に深 く探索 し郷土史の解 明 と文化 の発展 の

資に稗益 して頂 けれ ば幸甚 に存 じます。

藪に経塚之碑除幕式 に当 り郷土史 に造詣深い皆様 と共 に欣快 に堪 えず心 か らの祝意を述べて挨拶 と致 します。

昭 和57年3月



経 塚 之 碑 建 立 を 祝 し て

妻沼町教育長 増 田 稔

埋蔵文化財 は国 の宝 と して保存すべ く全国各地 で発掘調査が行 なわれてお ります。当町において もここ数年発掘調査

を続 けてお り、数多 くの遺物が発見 されてお ります。 中で も弥生時代 と思われ る勾玉 や縄文時代 の土器類 など貴重 な工

芸品 が出土 され、 中央公民館 に展示保管 されてお ります。

町で発掘 が行 たわれ なか った昭和32年9月16日 、妻沼小学校校庭拡張整地 中。経塚を発見 し、遺跡 か ら全国で も

珍 らしい平安時代の銅鋳製経筒、 和鏡 な どが出土 され、現在国の重要文化財 として、東京 国立博物館 に保管 されて お り

ます。

国 の重要文化財 とはいえ、当町か ら出土 された もので あ り、熱心な丹呉邦 晴先生 の発意 によ り、移還を と県 に働 きか

けたもの の、今の法律では如何 ともしがた く、せ めて記念碑で もと、文化財調査研究会 の役員 の方 々が 中心 とな り建立

の運動をすすめ ま した。幸 い ご理解 あ る増 田町長 さんを始め、教育委員、 町議会議員、文化財調査研究会、更 に特別奉

仕者、 こ うした多 くの方 々の篤志 と御厚情 によ り、妻沼小学校校庭出土跡へ、 大我井経塚記念 の碑が建立 され る運 びと

な りま した。

今 ここにその除幕 式が盛 大裡 に とり行 なわれ ま したことは、 これ一 重に関係各位 の賜物 と深 く感謝を 申 し上 げる次第

であ ります。

歓喜院前 にあ る成 田大夫式部大輔助高 の青石塔婆(供 養塔)、 高島の岩松家 に移 され たとい う伊丹伯善守重泰(13

89卒)の 五輪塔 な ど妻 沼小学校校庭 にあ ったと云われ、又久安年 間(1145～1150)は 健在で あった斎藤別 当

実盛公の館跡、大河 内孫十郎(1599卒)金 兵衛親子 の陣屋跡 とも云 われ.正 に歴史 の地 とも云 えま しょう。

当時、発掘に関係 された武藤長三郎.荻 野六三郎両先生を始め、国 ・県 の先生方や ご苦労を おかけ した方 々に対 しあ

らためて深甚な る感謝 の意 を表す る もので あ ります。今後、 この記念碑 が文化財資料 と して多 くの人 々のお役 に立てば

誠に幸 甚です。尚、記念碑建立 に際 し特 にご指導 ご尽力頂 きま した高橋茂助役 さん、妻沼町文化財調査研究会長 田島一

郎 さん、同専門調査 委員大山雄三 さん、妻沼町文化財保護審議会長丹呉邦 晴 さん、前妻沼小学校長 内田宗治先生 に厚 く

お礼を 申 し上げ ます。皆様本 当に有難 うござい ま した。 これか らも出土 され ると思 われ る埋蔵文化財を大切 に して頂 き

町の発展にお力添え下 さるよ うお願 い申 し上 げお礼の あい さつ といた します。

昭 和57年3月
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果 し

文化財保護審議会委員長 丹 呉 B≠ 圭
目

縫

妻沼町 「大我井経塚 」は、 昭和32年9月 妻沼小学校校庭整地作業 中偶 然発見 され たもので ある。当時私は同校 に在

職中だ ったため.県 専 門調査 委員 の小沢先生 と共 に発掘 に従事 した。出土 した経筒 の墨書 か ら久安の文字が判読で きた

ので、妻沼町においては全 く珍 しい古代 の貴重 な仏教遺跡であ ると思 った。

爾来幾星霜、 常に心 に係 るま ＼.独 り瞑想 にふ けったの は.経 塚記念碑建立 の誓願で あ った。

昭和56年 春 、同好 の文化財調査研究会 に提案 して賛同を得.記 念碑建立 の気運 はにわかに盛 り上 った。幸 い このた

び、妻沼小学 校の一 隅に、 町長を始 め町 の有志の御賛同を頂 き.立 派な記念碑が建 て られ、 うららか な春 日に照 り映え

る姿をみて感慨無量 な ものがある。今後 も町文化財の発掘に努力を重ね るとともに、 ご協力を いただいた各位に対 し、

深甚な る感謝 と敬意 を表 す る次第 であ る。

昭 和57年3月



たず

郷 土 の 古 代 吏 を 温 ね て

文化財調査研究会長 田 島 B良

経塚 とは、本来経典を埋納 した仏教遺跡をいいます が.そ の 目的 はお経を土中 に埋めて釈迦の後継者 である弥勒菩薩

の出現 まで保存す ることにあるといわれます。その思想 的背景 は主 と して末法思想 にあ りますが.時 代を経 るに従 い防

陀浄土」を願 うもの.更 に 「祖先の供 養」のため築造 され たものと変化がみ られ ます。埋納 された経典 には.中 国にお

いて六世紀の僧、慧思が仏教の末法を痛 感 して金字 の般若経及 び法華経をつ くり瑠璃の箱に納めた記録 があ ります。経

塚 は、わが国独 自の もので、時代 的には平安 中期 か ら江戸期 に及 び.ほ ぼ全国的 に築造 され ま した。

妻沼町の大我井経塚 は、平安末期.久 安(1145～50)年 間 のもので.県 内では最古の ものに属 し、 しか もその

出土状況が克明に解 明 されてい る点 で、古代 の貴重 な遺跡で あると云え ま しょう。

此度の経塚記念碑 建立 にあた って、碑面 の題額 に増 田町長 のこ染筆をいただ き.そ して法要 の御導 師に歓喜 院主鈴木

英全師の快諾 を得 ま した。更に町議員、文化財関係者、町民有志 の方 々か ら心温 まるご賛 同をいただいた ことは建碑委

員の一人 と して衷心 よ り厚 く御礼 申 し上 げ る次第です。最後 に大我井経塚の建碑 提唱者 であ る丹呉 邦晴師には建碑 のた

め 日夜主導的役割を果 しご指導を頂 きま した事 に対 し深 く感謝 の意を表 します。(大 我 井経塚 除幕 式に当 り記)

昭 和57年3月
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経:塚 之 碑 協 賛 者 芳 名

(順 不 同)
一

番号 氏 名 職 名 姓 副 圏 氏 創 職 名 住 所

1 増 田 一 郎 妻 沼 町 長 市の坪225囲 柵 野 妻 沼 議 会 議 員 日向1133

2 高 橋 茂 〃 助 役 上 根487119新 井 威 央 ノノ ノノ 八 木 田286-1

3 小 池 篤一郎 〃 収 入 役 妻脚91四 暢 宏 助 /ノ ノノ 妻 沼2455

4 増 田 稔 〃 教 育 長
胆14・12孫

田 佳 洲 ノノ 〃 男 沼593

5 小 平 武 徳 〃 議会議長 レ鵬2697 122松 本 照 三 〃 〃(保 健 衛 生委 員 長) 西野253

6 橋 本 礼 作 〃 副 議 長 永井 太 田402-3

5

123金 谷 嘉恵作 〃 〃(保健衛生副委員長) 台80

7 森 谷 一 郎 レ 議 員(総 務委員長) 西 城506
{ 然 桜 井 光 平1 /ノ ノノ 葛和 田825

8 手 島 寅 男 レ 〃(総 務副委員長)妻 沼1417-1 25 斉 藤 正 劇 〃 〃 弥藤 吾1971

9 中 川 実 郎 ノノ 〃 葛 和 田670 26 田 沼 照 稔 ノノ 〃 永井太田416

10 塚 田 茂 〃 〃(経 済委 員 長)上 江袋49・-2

1

卜

127 鈴 木 英 全 歓 喜 院 主 妻 沼1627

11 高 田 瞭 蔵 〃 噛 委員嚢)屡 沼1742-2 28 鈴 木 治 行 教育委員長 妻 沼1493

12 原 口 善 弥 /ノ 〃 出来 島120 29 横 倉 勤 教育委員長職務代理者 間 々 田300

13 小 林 昭 三 ノノ ノノ 大野878 30
ヨ

吉 場 三 郎 〃 委 員 飯 塚1857

14 須 永 邦 雄 〃 ノノ 善 ケ 島175 31 森 田 竹 雄 /ノ 〃 善 ケ 島495

15 荻 原 千代治 〃 〃 永 井 太 田1227 }32
i

石 井 金 平 妻沼町文化財調査研究会
顧 問 弥 藤 吾1969

16 田 野 茂 〃 〃(文 教 厚 生委 員 長) 間 々 田684-1 133宮 島 俊 定 ノノ ノノ 葛 和 田898

17 根 岸 正 司 〃 〃(文 教 厚 生副 委 員 長) 上 根506 134
}

堀 越 敬 紀1 〃 〃 弥 藤 吾1853
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番葛 氏 名 隊 名 住 所{墾 氏 　 名 一職 名
一_

住 所

35 江利川 昇 一 妻沼町文化財調査研究会顧 問 葛柵817国 斉 藤 善 吉 妻沼町文化財調査研究会
理 事 俵 瀬583

36 横 倉 喜久郎 Zノ ノノ 間 々田300{55}小 沢 栄 一1 〃 〃 葛 和 田800

37 丹 呉 邦 晴 妻沼町文化哩 護群 斜 妻沼2485156
清 水 平 治 ノノ

専門調査員 妻 沼1360-1
i

38 備前島 賢 隆 〃 副会長 瞬277・ 賑
繋

堀 越 尚 二 ノノ ノノ 妻 沼1347

39 大 岡 安 雄 〃

委 員
麺八 木 田539};58

銭

_{
大 山 雄 二{〃" 弥 藤 吾1958

140

}
羽 鳥 清次郎 〃 ノノ ・善 ケ 島3477159織 ・ 喜 司 ノノ/ノ 弥 藤 吾184～3

141 増 田 和一郎 Zノ ノノ 日醐 陣 崎 弘レ 〃 妻 沼1550

142 田 島 一 郎
妻沼町文化財調査研究会

会 長 妻 沼1348
161陣 原 儀 ぺ 〃 〃

妻 沼1499

43 堀 越 雄一郎 〃

副会長 弥 藤 吾1818-1 {62{増 田 一 郎}
∈

}
"監 事 日向1165

44 舞 原 義 人 〃 〃{蜘822ド 生 形 友 治 〃 〃 台90

45 田 島 善之 丞 〃 理 事}妻 沼147逢164 小 暮 千 吉 "幹 事 妻 沼1521-3

46 金 井 清 〃 〃 妻沼13妬65 岡 田 広 〃 〃 妻 沼1253

47 岩 上 寛 了
t""棚45-1陣 佐 酷 劉"会 員 妻 沼1656

娼 斉 藤 正 木 ノノ ノノ

{

1間 細619-」67
小 林 進1〃 〃 妻 沼1250

49 田 中 馨 〃 〃
、!

}小 島1926168
}木 村 幹 一{"" 弥藤吾158

50 鈴 木 倫 一 ""{道 ケ 谷 戸228{
}i

69 桐 生 勝治副..
{

弥藤吾1β2

51 鈴 木 茂 〃 〃 騰885{ 70 田 部 井 義 八 郎{〃 〃 台908

52 長 島 文 武 〃/ノ 「棚9} 71 荻 原 竹 儀 〃 〃 永 井 太 田1225

53 長 島 光 〃 〃
}

上拠88{{72 鈴 木 光 範}〃 〃 永 井 太 田1172
皇一 　一



鴎 氏 名 職 名 住 引
き

番号 氏 名 職 名 住 所

73 大 鷲 功 妻沼町文化財調査研究会
会 員 永井太剛78}

1
92 田 沼 啓 県立本庄高校教諭 市 の坪481-2

74 羽 鳥 伊 久 〃 〃 善 ケ 島3458 93 木 村 稔 妻沼小学校長 弥藤吾158 1

75 新 井 祐 二 〃 〃 八 ツロ862 94 大 槻 森 造
妻沼町文化財調査研究会

会 員
八 木 田648

　
76 松 本 正五郎 Zノ/ノ 西 野272 95 鈴 木 忠 芳 〃 〃 飯 塚814

1

77 石 川 一 由 〃 〃 葛 和 田820
1
96 黒 沢 武 夫 〃Zノ 飯 塚1894

78 増 田 貫 一 〃 〃 日向1406 97 神 山 忠 之 〃 〃 妻 沼1634-3

79 荻 野 員 雄 〃Zノ 俵 瀬536-2 98 藤 野 珪 次 〃 〃 上須戸860

80 清 水 統 男 Zノ/ノ 俵 瀬793 99 滝 沢 恒 雄 〃 〃 妻 沼1369 麗
81 斉 藤 啓 造 "(亡 父良平供養の為) 俵 瀬132 100

82 江利川 豊 吉 "会 員 葛 和 田802 1101

831 森 智 堅 ノノ 〃 間 々 田19一 甲 102

84 金 井 薫 〃 〃 上 根454 }103 堀 江 祐 司 堀江病院長 太田市高林1800

85 吉 田 充 Zノ/ノ 西 城428-19 104 田 島 孝
§

衆議院参事 北本市中丸
3丁 目20

86 小 林 し ん /ノ ノノ 妻 沼1523 105 内 田 宗 治 前妻沼小学校長 熊谷市玉井168

87 武 藤 長三郎 元教育長 葛 和 田663 r!O6 荒 川 弘 妻沼町文化財調査研究会
会 員

館 林 市上 三 林
1862-1

88 田部井 一 郎 田部井建設㈱会長 妻 沼1120{ 107宮 崎 利 秀
北武蔵文化会主宰

(故人)
熊谷市大麻生815

89 栗 原 登良吉
{

中央公民籔 匿 沼'433 108
1 高 田 武 男 妻沼町教委指導課長 江南村樋春443

90 荻 野 六三郎 前収入役 俵 瀬154

1

109
1

中 島 浩 一 〃 社会教育課長 熊谷市肥塚 讐

91 奈良原 春 作 郷土史研究家1 上根221

一11一



◎ 歳

◎ 歳

一12一

大 我 井 経 塚 建 碑 収 支 報 告 書 協 賛 金 収 支 報 告 書

昭和57年4月 昭和57年4月

入 ◎ 収入の部
円 円

経塚之碑 建立寄付金750,000協 賛 者104人1,◎80,000

町 補 助 金310,000預 金利子960

計LO60,000合 計LO80,960

出 ◎ 支 出の部
円 円

経塚之碑工事 石材一 式500,000(イ)建 碑 に付 町当局 に寄付750,000

大我井 経塚誌135,000(ロ 〉妻 沼町地名調査誌刊行 に付寄付330,960

記念品繊 文鎮 趨代 鍬 覧25・,… 合 計1,・8・,96・

式難 費 鰭 鹸 奪 °゚°×125175,… 差引残 なし

計1,060,00G

建 碑 特 別 会 計 大 山 雄 三

文化財調査研究会監査 生 形 友 治

"〃 増 田 一 郎



妻 沼 経 塚 調 査 報 告 書

埼玉県大里郡妻沼町教育委員会



黛



序

近年 「文化財 ブーム」 とい う新語が生 まれてまい りました。 これ も文化財保護法制定に より庵文化財の価値が一般に知 ら

れた結果だ と思います。私達は先入の残 した文化財を発見 し醸保存 し.研 究 して国民文化の向上に資する ことは.ま ことに

意義深 くよろこぽ しい次才であ ります。

今回わが妻沼町において.平 安末期の経塚群を発見 し.県 文化財専門調査員小沢国平先生の指導に よ り隔町教育委員会で

調査いた しましたカ＼ その遺物が貴重 な文化財 として文部省に保管 され ることにな りました。

当委員会では.こ れが調査報告書を編 し、大方諸賢の御参考に供 し葱 よい資料 となれぽ幸いであ ります。

昭 和34年10月7日
妻 沼 町 教 育 委 員 会

教 育 長 武 藤 長 三 郎

ま え が き

夫木集に光俊卿が詠める大我井の杜は今の聖天境 内.小 学校 幅大我井神社附近一帯 の台地で伊弊諾伊弊冊二柱の鎮座の聖

地であつた平安の昔摂政関白藤原伊サの子左近衛少将義孝は西城に館を構えて子孫此の地 に居住 し、六代 の孫助高は式部大

輔で大我井の聖地 とは極めて縁 り深 いものがあつた。又斎藤実盛は清盛の命によつて長井庄を領 しこの地に歓喜天を祀 りて

深 く帰依 した ことは聖天宮縁起や武蔵風土記稿に伝 える所 で.平 安時代既に是れ等 の入 々によつて京 の文化が この地へ伝え

られていた ことは想像出来 るのである。 たまたま昭和 鍍 年秋往時 の大我井 の杜 であつた小学校庭か ら経塚群を発見 し隔経

筒、和鏡な ど多 くの埋蔵品を発見 したが.文 部省の審査 の結果貴重 な文化財であることが認 められ国の管理 に移 された こと

は当町の古代文化を物語 るものとしてまことに慶賀に堪えない。 これ らの事蹟を後世に伝え馬且つは考古学の参考 資料 とし

て全国に紹介するため今回本県文化財専門調査員小沢国平先生指導のもとに本書を作成 したのである。願わ くば文化財の参考

資料 として汎 く活用されることを期待 して止 まない衣才である.

昭 和34年10月7日 妻 沼 町 文 化 財 保 護 委 員 長

妻 沼 町 文 化 財 調 査 研 究 会 長

茂 木 雅 太 郎
一i
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ユ2-一

妻 沼 経 塚

へ 発 見 経 過

埼玉県大里郡妻沼町立妻沼小学校に於て校庭拡張のため整地作業を行 ったところ 、昭和32年9月16日 同校6年3組 児童及

森教諭 によつ て、河原石 の特に集つている箇 所を見出した.教 育委員会は之を或 る遺跡 として県文化財専門調査委員小

沢国平氏に報告 した。調査 の結黒 遺跡は経塚 なることを確めたのであ る。

乳 遺 跡 の 場 所

埼玉県大里郡妻沼町大字妻沼2492番 地

3、 遺 跡 環 境

遺跡は沖積地が利根川に浸蝕 されて残 された と考 えられる台地 の辺縁部にあ り、北方一面は水田地帯 の低地 とな り、 こ

の地点か ら北方500メ ー トルに利根 川がほ ゴ西か ら東へ と流れている。

台地を見 るに殆粘土質であ るのは、此 の台地 もかつて利根川による沖積地であつた ことを物語 る。(才1図)

経塚遺跡は小学校舎 の北方約20メ ー トル地点にあるが、 この附近 から古墳時代 の高杯.杯 、壷、等、の土師器、須恵器

の破片が一面に発見され、経塚群 の東には巾1メ ー トル庵長 さ3メ ー トルの地域 の焼跡一或は窯跡 か一な どがあるので

古 くか ら人 々の生活の場であつた と思われる。尚附近には平安時代創立 とい う聖天堂.経 塚の東方50メ ー トルの地点に

は鎌倉時代の青石塔婆一昭和16年4月 国認定一があつた。

この青石塔婆は、最近 まで妻沼小学校にあつたものを現在 では他へ移 したが最初のは この経塚遺跡内にあつた と里人は

語 つている。共 に注意すべ きことである。

朱 遺 跡 概 況

4ケ 所 に遺跡 が 発見 され た。 之 を才1号 跡～才4号 跡 と名 づけ る。相 互 の位 置は大 略才2図 の如 くで才1号 跡 は校 舎か

ら北 ⑳ メー トル、 才2才4号 跡 は才1号 跡か ら各4メ ー トル、才3号 跡 は才1号 跡 の東3メ ー トル の位置 に あ る。



埋納遺物は次の表の如 くである。

埋 納 遺 物 一 覧

経塚号剛 縮 甕 隆 劃 刀子 合 子 和 鋤 華1成 扇 櫛1小 増陶 礁 鐸 片廃 棚 ・

1 1

2

10}
L-_

1

1 1

多 9、16

声声

"
θ

4

1 1 多 61 噌-

・

-

1
i多

少 陣 跡

1 廻9 1 露 多 少 1().3

号 跡

才一一号跡 は.現 在 の校庭 地表 か ら1メ ー トル程 の地下 に河原石 の集 りを発 見 した.

中央 に銅 製経 筒 が蓋 を した ま 玉立 てNあ り.其 の経 筒 の周 囲には7口 の刀子 が これ を囲 んで水 平 に 置か れて あ り.省.土 師

小 増 を発見 した。 臨 周臥 天井 は大 きさ20セ ンチ内外 の河 原石 を積 む。 塚内 部ば木 炭片 と土 とを もつ て埋 め てい る、塚 は

円形 で直径90セ ンチ隔 深 さ%セ ンチ程 と推 定 され るむ(才 三 図)

A扇 経 筒

経筒は 鋳銅製 で 被蓋式 で筒 の直径12セ ソチ隔 低径11セ ソチ灘 高 さ(外 側)鶉 セ ソチ爆蓋 の直径 捻2セ ソチ.蓋 縁 の高 さ

1。5セ ンチ厚3ミ リの完形 であ る。(才 四 図)経 筒上縁 か ら3セ ソチ下 に墨 書が み られ る。 外 に もあ る ことは推 定 出来

るが 緑青 のた め不 明 であ る。 文字 は ツ安 と判 読 し得 られ る.こ の経筒 外面 には紙屑 と思 われ るのが附 着 してい た。

蓋 の内面 には経巻 の置かれ た小 口の跡 が5巻 分 残つ てい る.こ の配 置 か らみ る と恐 ら く8巻 であ ろ う。経 筒 の中に は何

も認 め られ なかつた.

-13一
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B、 刀 子

刀子 の 出土数 は約7本 が数 え られ るが錆 汚れ が甚 しい刀 巾が広 く4セ ソチに及 び長 さ30セ ソチ内外 、茎 は何 れ も短 い よ

うであ る。(才5図)刀 子 の残 塊 であ るが、外 に15を あげ られ る。(19P刀 子)

C、 小 増

高 さ4セ ソチ、 口径3.5セ ソチ.円 筒状 の粗 雑 な土師 器(完 形)で あ る。(才6図)

才 二 号 跡

本遺跡で注意すべ きことは、用いた石の数の極めて少い ことであるが、或はかつて他に移動 したのであろ うか。(才7図)

甕 の上半部が失われて発見されたことを考えると幅 このことが推定できる。甕の中には和鏡一面 と紙であつたであろ うか・

土状になつ てい る褐色の物質に よつて埋 まつていた。

和 鏡

直 径10セ シチ、涙菊座鉦で双鳥が花 の開いた山吹の間に飛ぶ。所謂、山吹双鳥鏡であ り、文様 も明で平安鏡の特色を よ

く現 している優雅な鏡である。

才 三 号 跡

校 庭地 表面下 約20セ ンチ下 に、 河原石 を敷 並べ 隔石 以下1・10メ ・一 トル で底 に達 す る。塚 内部 は、 長径2メ ー トル、短形1・80

メー トル で灘 中央 に鋳銅 製経筒 が あ り、 経筒 には台 石幅 又特 に大 きい覆 石が あ る。 そ の周 囲に5略0口 の刀子 を 置 く、和 鏡 は

台 石 の下 に3面 、外 周 に3面 、 計6面 を 発見 した。 鍍金 銅製 花瓶 が北 西 の壁 にあ つた。

この経 塚 内に は多数 の木炭 細 片が土 と混交 していた が注意 さるべ きは金粉 の土 中 に見 え る ことで あ る。 ・

尚、 檜扇 の一部 と思 われ るものが発 見 された。(才9図)

へ 経 筒

経 筒 は鋳造 製で高 さ22。5セ ソチ、直径13.2セ ソチ あ る。蓋 は宝珠 形 の把手が あ り、有節で高 さ6.5セ ンチあ る。筒 の高 さ



17セ ソチ(才9図)中 には、 経巻4巻 だ けその ま ＼の形 を現 し経 巻を結 えた紐2本 の様子 も認 め られた が著 し く変 質 して

粘゚土 状
とな つてい る。(才10図)

経筒 の撮 は筒 内に あつ た。長 さ40セ ンチ、 巾22セ ンチ の重石 のた めに接 合部(撮 丈 は接 合 した もの と認 め られ る)が 離

れ て、筒 内部 に落 込 んだ もので あ る。台石 は特 に選 んだ であ ろ う。 長 さ34セ ソチ.厚 さ8セ ンチ角柱 の安 山岩 で上面 に

は、経 筒 の底 の部分 に応 じて 円形 の くぼ みがつけ て あ る。

B、 刀 子

刀 子 の配置 状態 は才8図 の如 くであ るが.こ の遺 跡 の ものは才1号 跡 に比 べ てさび も強 く完 形 に近 い ものは見 当 らない

が其 の数は数10本 に達 す るで あ ろ うと推 定 す る。 北西 の隅 には婚.6口 が束 ね てあつ た。(20P刀 子)

C、 和 鏡

和鏡は6面 共平安鏡であ るが文様は何れ も鮮明でない。
識

鏡番号 直 径 縁 背 文 1

1 10.9セ ソ チ 外 傾 山吹(?)双 鳥(表 面布 目あ り)

2 8.5 内 傾 草 花 双 鳥

3 7.6 内 傾 不 詳

4 10.0 内 傾 不 詳

5 10.0 直 素 文

6 9.0 蒲 鉾 不 詳
　 　 一 一一

上記 の2、3、4面 は経筒 台石 の下 に.2は 表面 を上 に し又3.4は 背文 を上 に して重 つ てお り3と4と の間 には櫛 が置 い

一15一
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てあつた。鏡の置かれた位置で6は 垂直に置かれていたが他の五面は何れ も水平であつた。

へ 銅 製 花 瓶

塚 内北西の隅で束ねた刀子の側か ら発見 した。高 さδ.4セ ソチの小形ではあるが入念に造 られ鍍金 の様子が残つて見え

る。底部がぬけているが原形 のま 玉ではないであろ う.(才 ヱG図)完 形の美 しい もの.

E、 櫛

木 製 で才11図 の よ うな形 を してい る。現 在 長5議 セ ソチ.巾3セ ソチ.上 部 は3ミ ジの厚 さで あ る。歯 先 に至 るに従 つ

て うす くな る。

歯 の部分 は失 わ れ てい るが 図に見 る如 く3っ の孔が あ り.出 土 当時 は これ に細 紐 が通 し てあつ た。 驚面 の和 鏡 の問 には

さ まつ て発 見 された。

恥 檜 扇

墳 の東壁の河原石 の面に長 さ7セ ンチ程の部分に銀色雲母様 のものがベツ トリ附着 し悪その中に金糸 窪本があ り4～

5本 の黒い条(木?)が 並んでいた.檜 扇の残欠ではないか と考 えている.

G、 磁 ・ 器

3個 が、経 筒 の周 囲か ら発 見 された。 何れ もそ の残 欠でそ の1片 は長 さ7セ ンチ.厚 さ3ミ リ内外 の小皿 で あ る。(才12

図)

四 号 跡

地表 を整地 した ので 原形 は明 でな いが.深 さ68セ ンチ.直 径 黛メー トル の壌 であ 今.中 央 に現在 高4Gセ ンチ の大甕 を置 き、

その 上には80×76セ ンち 厚 さ6セ ソチ の絹 雲母 片岩 を蓋 としてあ る.

甕 の中には 拳大 の河 原石 が約10個 と口縁.肩 部 の甕 の破 片が下 半部 につ まつ ていただ け であ る。 甕 を中 心 とし墳 の壁 に近 い

部分 に河 原石 が積 まれ憶 その附近 に刀子 隔 和鏡 嚢面醸合子1ケ 曝 檜蕩 が発見 され た.(才13図)



A、 甕

深 さ41セ ンチで あ るが、 口縁 部 を測定複 元 してみ る と大 体才16図 の形 とな る。 口縁 か ら肩部 に灰 が みえ る。下 半は淡 褐

色、 口縁 部は著 し く折 曲 げ られ て時代 の特 徴を現 わ して い る。 厚 さ1セ ソチ、平 底 であ る。

B、 和 鏡

一面 は
、直径10・5セ ンチ、他 は9・8セ ソチ で両者共 平安 鏡 であ り、前者 は背 文を上 に置 かれ て いた 中央 部 と外区 の1部

・を欠 く白銅 製 の草 花双 鳥鏡 と見 られ る
。 後者 は河 原石 の上 に直接表 を上 に して置 か れ極 め て鉦 の小 さい もの で檜垣 と小

鳥 の文様 があ る。 縁 は共 に外反式 で あつた 。

c、 刀 子

完形のものな く10ヶ程の鉄塊状 とな り墳の壁附近に中心の甕をめぐつて発見 された。

D、 合 子

堰 の東壁 に発 見 された鯵 印篭蓋 、 糸底 の つ く りで直径4。2セ ソチ、 高 さ2.5セ ソチ の青白磁 で花 模様 に よつ て形 づ くら

れ てい る、 蓋 の高 さは1セ ンチ程 で中央 部は くぼ んで い る。(才14図)

E、 檜 扇

堰 の北 部に檜扇 の骨 が置 かれ てあつ た。木 製 で現 長 さ14セ ソチ隔要 の方 か ら9セ ソチ の部 分は、 巾L5セ ンチ とな りそ

の上 はサ ・ラ状 とな る。(腐 朽 のため)要 の部分 は孔 だけ で附属 品 はない.何 枚 重 なつ て いたか不 明であ るヵ㍉ 現 在数

えた ところ では6枚 位 に見 え る。(才15図)

F、 白 磁

3×6セ ソチ、厚 さ3ミ リの白磁 片が あつ た。

17一
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経塚は平安時代中期か ら行われた埋経 の遺跡で隔高 さ0瀞 触LOOメ ー トル隔直径1瀞0メ ー トル内外の円い塚 が普通であ

り嘱 この中に写経を経筒に入れ外に仏像.仏 具嘱鏡幅刀子旛銭貨憾合子隔檜扇等 と共 に埋 めるのである,経 塚に経文を埋納

するのは 「末法の世に仏法地を払い.経 典が亡 んで56億7千 万年後に再び出現する弥勒の説法に当つて、経典の無い ことを

うれえて之に備 える」 と云われている。然 し時代の移るに従つて単に経文の書写や読論の功徳に よつて 自己の報果を希 うた

めの経塚 となつた。

本遺跡 出土 の二経筒は共に銘を知ることは出来ない.然 し才一一号跡出土のものには不完全なが ら墨書がある。但 しこの文

字は紀年のみであるので埋納願意は知る由もない。

妻沼経塚 の年代はいつ頃 のものであろ うか.今 これを端的に教 えるものは.

才一に経筒にか 玉れた墨書紀年 であるが前述 の通 り 「安」は明 らかであるがその上の交字は解明出来 ない。墨書はいつ頃か

ら経筒に書かれたかをみると隔既に平安後期仁平二年(1152)筑 前大宰府大原野出土の経筒に例があるから妻沼墨書経筒 も

このことを考えに入れてよか ろ う.二 字か らなるこの年号は家の如き想像が許される。二字か らなるこの年号は次の如 き

保安(1120)久 安(1145)承 安(11鴛)弘 安(1278)

この中.久 安、承安が最も近いよ うに思 うが更に考える必要はあろ う。

才二 には経筒そのものについてであ る。

経筒 の高さは時代に よつて異 ることを石田茂作博士は示 している.そ れによる と濾

1、高 さ21セ ソチ以上濾24セ ソチ前後 藤原時代

2隔 高さ18セ ソチ前後 鎌倉時代

3、 高 さ9～12セ ソチ前後 室町時代

とされてい る。妻沼経筒は嘱一は22セ ンチ.他 は21セ ソチ(共 に外 側測定)で あるので平安時代 とみて差支えなか ろう。又

才三号跡 の蓋が有節であるのも鋳銅 と共 に当時代の特徴 とされている。

才三に甕であ るカ㍉経筒の外容器に使 用された他地方 のものと比較 してみ ると隔大体平安～鎌倉時代に比較 し得 られよ うと

一 露3一
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思 う・妻沼出土才16図 の如 く口縁 の折 り曲げ られた ものば鎌倉式の端造 りの前駆をなす といわれている。厚さは一セソチ内

外であるカ㍉ この厚さも平安時代に多い。然 し甕の時代を形のみに よつて判定することの不注意であることは勿論である.

才四 鏡 が平安鏡であることを もつ て直にその経塚が同時代 とはい 玉得ない。比企郡利仁塚の経塚の銘は建久七年 の鎌倉

時代であるが伴 出鏡は四面共平安鏡 の例がある。然 し本遺跡出土鏡が九面共平安鏡であることは他の遺物 と併せ考えて当時

のものであつたろ うことが うかがわれ る。

才五 合子は 「時代的には藤原》鎌倉初期 の経塚 に限られ る」(矢 島恭介氏)と い う。妻沼出土青白磁合子は恐 らく藤原

時代 とすべきでろ う.

以上種 々の遺物から見て本経塚が平安時代であろうことを提唱するものである。

経塚 の構造については遺跡概況のところに述べた通 り河原石の積石 による石室 の中に経筒 を収め経筒の周囲に刀子、和鏡

その他を収めた。石室内は多量の炭を土に混入 してあるのは他地方のもの と同様 である.但 しこの経塚 の原形、即ち表面は

どうなつていたであろ うカ㍉ 小さな墳丘の上に何か標示石でもあつたかは今回の整地以前から知 られていなかつた
。経塚の

上に何等かの標示があることは宝箱印塔隔五輪塔隔石塔婆幅経碑が建てられてあ る例の報告がある.青 石塔婆を建てた例 も

二、三ある。

善光寺三尊を彫 した高さ1議 メー トル青石塔婆(鎌 倉時代)が この経塚群に接 して.か つて立て られてあつた ことは本経

塚 と何等かの関係があつたであろうか.一 応は注意 してよかろ う。

甕が経筒の外容器 に用いられ幅又 その用途以外 にも用いられている場合がある。甕 の中には才四号跡経塚 の如 く単に拳大

の河原石のみであ り・才二号跡経塚は小増 と鏡 一面だけである、此 の中に経筒は勿論無 く経文の存在 も明 らかでなかつた。

経塚に経筒 の外に壷のみを出した例は知 られている。熊野新宮市神倉山経塚才二経塚で三ケの壷が併出し、A壷 の中には

礫石経が満 され、B壼 には念珠幅合子隔和鏡.経 巻の残欠.C壼 は土砂のみであつたとい う。

妻沼才四号跡 の甕中の河原石を注意を払つてみたが経文の墨書 らしい ものは見当 らなかつた、がさ りとて自然に口縁部な

どと一 しよに落 ち込んだ とするには一寸説明がつかないが紙片の腐朽 した と思われるものが土 と灘交 しているので経文を納

めた とも思われる.才 二号跡は神倉山才二経塚Bに 相当するものか。

合子は一一部破損 しているが復元可能でその形は明らかである。平形合子印篭蓋で蓋 と身の側面を菊座形に彫 り.そ の低い

部分に青つやが美 しく沈み所謂 「影青」(い んちん)の 名にふ さわ しい.現 在では一般に宋代中国景徳鎮窯 のものといわれ



ている・合子 の経塚に於ける用途は不明であるカ㍉ 強いて求めれ姻香合 として考え られるとい う。 この北宗の合子 が妻沼の

地 に如何に して伝 え られたかを想 うとき、その経路を尋ねることも意義があることであろ う.

扇は何 れの経塚 も檜扇 とある。檜扇の出土は管 と共に全 国で も稀 である。材は檜 を薄板 として上部を糸で綴ぢ表裏に雲母

を刷いて これに金銀 の切箔を散 し彩檜を施すが一般 である。才三号跡の河原石の面に胡粉用の雲母が一面に附着 して これに

金締が配 してあつたのは檜扇の痕跡 と思 う⑪才四号跡か らは明に檜扇の骨が出ている、 その数は位官 の高下によつて12橋

か ら25橋 と定め られてあると云 うも出土品はその数 は明でないが貴重 な史料である。

管・櫛 も全国に於 て二～三経塚出土があ るのみで極めて稀 である。櫛が才三号跡出土の如 くほ ゴ原形を保つていた ことは

鏡 間に埋納 されていたためであろ う。檜扇 と共に貴重 なもの と云えよ う。

経塚を築造する位置は霊地霊域を選び殊に名刹神社の境内にその例が多い。 この妻沼経塚遺跡の地は、その頃 どんな状態

であつたか・県史によれぽ延喜式神名帳(延 喜五年)に 載せた幡羅郡四座 の内の白髪神社は 「現今其 の鎮座の場所不 明であ

るが諸書に多 く大里郡妻沼町大我井森 と云 うのがあ り白髪 明神 の故地 で後世同町歓喜院の聖天 となつたか ら今は神社 として

存せない と云われる・」又・同史は平安時代仁安年中の創建仏堂 として妻沼町聖天堂を挙げている、爾、同町聖天堂の縁起
に も・同所は仁安年間斎藤 別当実盛が長井庄を領する以前か ら已に建立されてあつたと述べているので平安時代已に由緒 の

地 として知 られていた。

此 の遺跡附近の地名に烏森濾錦森幅西森廻・東森廻、森下等のあることから当時でも相当の幽すいの地帯であつた と思わ

れ、 この地に経塚の営 まれたのも当然であつた ろう。

県内に於 ても比企郡平沢寺(平 安時代)悔 比企郡野村利仁神社(鎌 倉時代)か ら経筒 の発見はあつたが今回は経筒二基の

外稀品の出土 もあ り更にその遺構 の大体を知 り得た ことは本県経塚研究資料の大 きな収獲であつた ことを疑わない。

一 艶 一
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経 過 概 要

昭和鵠年9月16日

昭和32年9月25日

昭 和32年10月3日

昭 和32年12月20日

昭和32年12月20日

昭和33年2月20日

昭 和33年3月25日

昭和33年4月22日

昭 榔33年5月20日

妻沼小学校長(武 藤長三郎)よ り午前9時 過電話にて、教育委員会(教 育長荻野六三郎)へ 埋蔵文化

財を発見 した旨連絡あ り墨県教育委員会へ連絡する と同時に醸県文化財専門調査員小沢国平先生へ連

絡 し憾午后小沢先生の指導に よ り幅妻沼町文化財保護委員、妻沼町文化財調査研究会役員、妻沼小学

校 の協力.を得て才1号 幅才2号 経塚遺跡 の調査を行 う。

妻沼小学校 よ り、午前10時 過才3号 遺跡を発見 した 旨町教育委員会へ連絡 あ り。午后小沢先生 の指導

に より、妻沼町文化財保護委員、全調査研究会役員、妻沼小学校及び同校P、T、A役 員の協力を得

て調査を行 う。

妻沼小学校 より午前9時 過、才4号 跡を発見 した旨連絡あ り、午后小沢先生の指導により、妻沼町文

化財保護委員、妻沼町文化財調査研究会役員、妻沼小学校及び同校P、T、A役 員の協力に よ り調査

を行 う。

県教育委員会を通 じ隔国文化財保護委員会へ遺跡(才1号 ～才4号)発 見届出(さ きに才1、 オ2号

跡 の届出すれ ど一括届出することにする)県 教育委員会へ埋蔵文化財保管 届出。熊谷警察署へ交化財

発見届出。

町教育委員会、町文化財保護委員会にて発見幅調査経過報告を行 う。

文部省技官斉藤忠先生、小沢国平先生、県教育委員会社会教育課文化財保護係長 大護八郎先生来町

し幅経塚遺跡及遺物 の調査を行 う。

町教育委員会は、町文化財保護 委員会の答申によ り遺物は、町に適当な施設なきため、国へ保管を移

す ことに決定す る。

県文化財指定申請を行 う。

県文化財専門調査員小沢国平先生、県社会教育課、文化財保護係、柳田敏司主事来町 し県文化財指定申

.請 に基 く調査を行 う。



昭和34年2月12日

昭和34年2月13日

昭和34年6月1日

昭和34年6月11日

昭 和34年8.月10日

昭和34年9月16日

日

者

25月

席

卸欄

咄

昭

昭和34年10月7日

県教育長より、昭和34年i月24日 付地文記第1013号 で文化財と認定された旨通知を受ける。

文部省三宅技官.県 文化財専門調査員小沢国平先生、県文化財保護係柳田主事来町 し、経塚、遺物一括を

文部省へ引渡す。

県教育長より、国文化財保護委員会 より経塚、遺物一括国で保有することになった旨通知を受ける。

熊谷警察署より.経 塚.遺 物一括所有者が判明 しない旨の証明書を受領 し県教育委員会を通 じ国文化財保

護委員会へ提出する。

国文化財保護委員会より、報償として.町(土 地所有者)へ75000円 町教育委員会(発 見届出者)へ75000

円を受領する。

妻沼経塚調査報告書作成のため石川社会教育係長、小沢国平先生の指導を受け、調査、研究資料の提供を

受ける。

妻沼経塚調査報告書作成打合会議を役場会議室において行 う。

町 文 化 財 保 護 委 員 長 茂 木 雅 太 郎

全 副委員長 大 岡 安 雄

町文化財調査研究会副会長 森 田 栄 三 郎

全 幹 事 田 島 一 郎

(町教育委員会学務係長)

町教育委員会社会教育係長 石 州 一 由

妻沼町公民館において、県文化財専門調査員小沢国平先生、県教育委員会社会教育課長全文化財保護係長

を招き、妻沼経塚調査関係者及び来賓多数を迎えて、妻沼経塚調査報告を開催する。
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後 記

妻沼経塚遺品は、昭和34年2月13日 文部省へ引渡 しましたが.こ れが調査に当りま しては、埼玉県文化財専門調査員小沢国平

先生の特別なる御指導のもと、妻沼町立妻沼小学校及び同校P・ 午 ・A役 員.妻 沼町文化財保護委員、妻沼町文化財調査研究会、

役員の御協力をいただきましたことに対 し衷心より感謝申し上げます。

なお本稿作成に当りましては、小沢先生より稿を寄せ られ且つ御指導御助言いただき.ま た、町文化財調査研究会長茂木雅太

郎氏(町 文化財保護委員長)同 副会長大岡安雄氏(町 文化財保護委員会副委員長)同 副会長森田栄三郎氏、同会幹事田島一郎氏

(町教育委員会学務係長)よ り終始御助言、御協力をいただきましたことに対 し深甚なる感謝と敬意を表 します・

昭 和34年10月7日

妻沼町教育委員会社会教育係長

(妻沼町文化財調査研究会幹事)

石 ーーノ 由



編 集 後 記

妻沼町大我井経塚 資料集第二号をお届 け します。本号は会 員の皆様 が非常な関心を抱 いてい る当町古代史 の一頁 に,

スポ ッ トライ トを経塚 にあててみ ま した。

出土品 は再 び妻沼 に帰 って こない為 に.資 料集を復 刻 し.記 念碑を建立 いた しま した。 この資料を更 に調査 して、 当

町古代史 の解 明の一助 に して頂 けれ ば幸甚 と思い ます。

経塚 の碑建立 に発願 され.情 熱を傾注 された丹 呉文化財審議 委員長 さんは発掘 当時現場 に居合せ たことなどか ら、除

幕式 当 日は感無量の ものが あると思い ます。

本碑建立 に当 り、増 田町長 さんの揮毫を頂 き.増 田教育長 さんに建碑位 置を指定 して頂 き格好 の場所を選んで頂 きま

した。町 当局の ご厚意 と又町 内.町 外の同好の砦様 の協賛 を頂 きま した事 に厚 くお礼 申上 げます 。

昭 和57年3月

編 集 者 文 化 財 調 査 研 究 会 長 田

教 育 委 員 会 庶 務 課 長 小

文化財調査研究会専門調査委員 大

島

暮

山

千

雄

郎

吉
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